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は じ め に

　保育を学ぶみなさんであれば，現在の日本の保育制度がとても複雑であ
ることを知っていることだろう。幼稚園（文部科学省），保育所（厚生労働
省），幼保連携型認定こども園（内閣府）など，様々な保育の場がある。し
かし，今回の改訂（定）で，どの保育の場においても，幼児教育を行うこ
とが決まったことは，画期的なことである。そして，小学校就学前までに
育みたい資質・能力と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が，共通
して定められた。それも，これまでと同じく５領域の保育内容を通してと
されている。
　そのために，どの保育の場においても，保育内容である「領域」ごとの
ねらいと内容の共通化が図られた。具体的には，３～５歳児の保育内容の
共通化，さらに，３歳未満児の子どもを保育する場である保育所と幼保連
携型認定こども園においては，１歳～３歳未満児の保育内容と乳児保育
（０歳児）の保育内容についても，共通化が図られることになった。また，
保育者養成課程における，保育内容の基礎的事項と指導法についても，実
践に基づいてより深く学ぶことが求められるようになった。おそらく，日
本で育つ就学前の子どもたちは，どの保育の場であろうと，同じように豊
かな育ちを保障したいという願いが込められているからであろう。
　本書の特徴は，新たな養成課程が求める，保育内容「言葉」の領域の指
導法について，基礎的事項についても，実際の指導法についても，学ぶこ
とができるようにしたことである。そのため，養成校で学ぶべき要素を，
どの章で学ぶことができるかを示す表を付けることにした（目次の前に掲
載）。この表を確認することによって，保育者養成の中で求められている
保育内容の学びについてや身に付けるべきことを理解し，学生自らさらに
学びを深めることができるようなガイドとすることにした。大学等の養成
校での学び方も今回大きく変わり，アクティブラーニングや実際に授業を
受ける時間の２倍の事前・事後学修をすることが求められるようになっ
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た。アクティブラーニングのためには，その準備やまとめるための時間が
必要だからである。この表は，アクティブラーニングと学生主体の学びの
ためのガイドとして使っていただけたら嬉しく思う。
　さて，保育内容「言葉」について，学ぶということは，多くの「問い」
から出発するべきであろう。例えば，そもそも私たち人間にとって「言
葉」とは何か，「言葉」はどのように育って（発達して）いくのか，保育内
容「言葉」のねらいや内容はどのよう定められていて，どのように指導し
たらよいのか，それ以前に，子どもの言葉の実際はどうなっているのか，
計画や評価はどのようにしたらよいのか，などである。本書では，保育内
容「言葉」をめぐる「問い」を探求する旅のように組み立てた。各章に掲
載した，たくさんの事例を読むことで，子どもの姿をイメージしたり，保
育者の援助の意図を考えながら，学んでいただきたい。また，事例から
は，子どもたちが遊びや生活の中で必要になって，自分なりに言葉の世界
を広げている姿が見えてくるだろう。まさに，子どもって，かわいいな
ぁ，面白いなぁ，子どもなりに考えてるなぁなど，子どもへの理解と共感
から保育内容を学んでいけるテキストをめざした。
　このテキストを基本にして学び，実習やボランティアを経験し，また，
テキストに戻って学び，あなたらしく子どもの「言葉」の豊かな育ちを支
える保育を創造できるようになってほしいと願っている。

2019年３月
� 編者　戸田雅美
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Ａ．モデルカリキュラム「幼児と言葉」における到達目標と本書の対応項目

（１）言葉のもつ意義と機能
〈一般目標〉

人間にとっての言葉の意義や機能を理解する。

〈到達目標〉 本書の対応章

１）人間にとっての話し言葉や書き言葉などの言葉の意義と
機能について，説明できる。 第１章

２）乳幼児の言葉の発達過程について，言葉の機能への気付
きも含めて説明できる。 第２章

（２）言葉に対する感覚を豊かにする実践
〈一般目標〉

言葉に対する感覚を豊かにする実践について理解する。

〈到達目標〉 本書の対応章

１）言葉の楽しさや美しさについて，具体的な例を挙げて説
明できる。 第１・７章

２）言葉遊びなどの言葉の感覚を豊かにする実践について，
基礎的な知識を身に付ける。 第１・10章

３）言葉の楽しさや美しさに気付き，言葉を豊かにする実践
を，幼児の発達の姿と合わせて説明できる。 第１・３・７章

（３）言葉を育て，想像する楽しさを広げる児童文化財
〈一般目標〉

幼児にとっての児童文化財の意義を理解する。

〈到達目標〉 本書の対応章

１）児童文化財（絵本・物語・紙芝居等）について，基礎的
な知識を身に付ける。 第10章

２）幼児の発達における児童文化財の意義について理解す
る。 第10章
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Ｂ．�モデルカリキュラム「保育内容「言葉」の指導法」における到達目標と本書
の対応項目

（１）領域「言葉」のねらい及び内容

〈一般目標〉

幼稚園教育要領に示された幼稚園教育の基本を踏まえ，領域「言葉」のねらい及び内
容を理解する。

〈到達目標〉 本書の対応章

１）幼稚園教育要領における幼稚園教育の基本，領域「言葉」
のねらい及び内容並びに全体構造を理解している。 第3章

２）領域「言葉」のねらい及び内容を踏まえ，幼児が経験し
身に付けていく内容と指導上の留意点を理解している。 第3～9章

３）幼稚園教育における評価の考え方を理解している。 第3～9章

４）領域「言葉」に関わる幼児が経験し身に付けていく内容
の関連性及び小学校の教科書等とのつながりを理解して
いる。

第3・6・8章

（２）領域「言葉」の指導法及び保育の構想

〈一般目標〉

幼児の発達や学びの過程を理解し，領域「言葉」に関わる具体的な指導場面を想定し
た保育を構想する方法を身に付ける。

〈到達目標〉 本書の対応章

１）幼児の心情，認識，思考及び働き等を視野に入れた保育
構想の重要性を理解している。 第3・6～8・11章

２）領域「言葉」の特性及び幼児の体験との関連を考慮した
情報機器及び教材の活用法を理解し，保育構想に活用す
ることができる。

第10・11章

３）指導案の構造を理解し，具体的な保育を想定した指導案
を作成することができる。 第11章

４）模擬保育とその振り返りを通して，保育を改善する視点
を身に付けている。 第3～9・11章

５）領域「言葉」の特性に応じた現代的課題や保育実践の動
向を知り，保育構想の向上に取り組むことができる 第3～9・11章
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１．人間にとっての言葉の意義

（１）言葉での表現がコミュニケーションを支える

　予習課題１―１）をやってみて，どう感じただろうか。普段言葉を使え
ば簡単に伝わることが，なかなか伝わらないもどかしさに驚いたかもしれ
ない。特に「先週」というような過去や「今から20年後の未来」といっ
た時間などの目に見えない事柄は，「カレーライス」のように，目に見え

１．人間にとっての言葉の意義　　1

第１章 「言葉」ってなんだろう

Ⅰ．保育内容の「言葉」への理解

予習課題
１．この章を学ぶ前に，二人組になり，次のワークショップをしてみよう。
　１�）言葉（手話も含め）を使わずに，ジェスチャーで何かを伝えてみよう。

聞き手も言葉で聞き返さないこと。
　　例：�先週は幼稚園のお泊り保育で，カレーライスを作って食べたり，キ

ャンプファイヤーをしたりして楽しかった。
　２�）一人が話をし，もう一人が聞くのだが，忙しくて返事ができない想定

のワークを１分間ずつ交代してやってみよう。
　３�）互いに自分の欠点と思うことをできるだけ具体的に紙に書き，交換し

た後，その欠点がむしろ長所にもなりうるという返事を書いて，相手に
返してみよう。

２．各自あらかじめ調べてきて，クループで考え合ってみよう。
　　知っているなぞなぞや早口言葉などの言葉遊びを発表し合い，言葉の観
点から考えてみよう。



るモノに比べると伝えることが難しい。さらに「この作品の芸術史におけ
る位置」「目に見えない真実」など，抽象度の高い内容を伝えたいと思っ
たとしよう。おそらく，人間にとって言葉がいかに便利で，また，言葉に
よってしか伝えられないことが多いことに気づくだろう。
　人間が他者と共にその生活を豊かに営もうとすれば，そこには，相手に
伝えたいことや相手と共有し合いたいことが生まれてくる。それは，今の
気持ちであったり，ちょっとした情報や日ごろ考えていることだったり，
問題を解決できるアイデアだったりする。その伝え合いとは，「コミュニ
ケーション」と呼ばれることもある。伝え合い（コミュニケーション）にお
いて，大きな力になるのが，言葉だということができる。そして，人間関
係が確かなものであるほど伝え合いがうまく成立するものである。また，
反対に，伝え合いがうまく成立するほど，人間関係が確かなものにもなっ
ていく。人間関係と伝え合いは，相互に支え合う関係にあるといえる。
　言葉が，人と人とをつなぐものであるということを前提にすると，発せ
られた言葉に対しては何らかの応答があることが期待される。例えば，握
手をすることが人と人とをつなぐものだとしたら，一方が手を差し出し，
相手も手を差し出さなければ，握手も成立しなければ，人間関係もうまく
いかなくなってしまうこととよく似ている。つまり，言葉を発するという
ことは，握手をしようと手を差し出す行為とよく似ている。
　予習課題１―２）は，言葉を発したのに，応答がなかった場合の気持ち
を少しだけ味わってみようとするものである。実際，保育の現場は多忙な
ことが多い。子どもの言葉はゆっくり聞かないと理解が難しい場合もあ
り，「安易に返事をしてしまうよりは後で聞こう」と思ってしまうことも
あるかもしれない。しかし，「少しだけ待っててね」と言葉で伝える，あ
るいは，目線や表情だけでもこの言葉の意味を込めて返すことが大切であ
る。言葉を発するということは，応答を期待しているという，ごく当たり
前のことを心にとめておく必要がある。そうでない場合，言葉が，人と人
を分かつものにもなりかねないということである。
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（２）言葉は世界の捉え方を変えることによって思考を支える

　人は言葉によって世界の見え方，捉え方を変えることができるというこ
とも忘れてはならない。予習課題１―３）は，欠点としか捉えられなかっ
たことでも，長所となることを言葉で見出すことができると確認するもの
である。例えば，友達が書いた「心配性で無駄に時間を使ってしまう」と
いう欠点に対して，相手が「心配性なおかげで物事を進めるときには何度
も確認したりするので失敗が少なくなる。あらゆる心配事について検討し
てしまうので準備不足がなく，想定しがたい出来事にも落ち着いて対応で
きる」と書いて返してくれたとしよう。これを読むと「心配性」の捉え方
が変わって見えてくる。「心配性」であることは良い面もあり，悪い面ば
かりではないかもしれないと，捉え方そのものも変わっていることに気づ
く。それは，言葉によって変えることができたものである。ここでは，言
葉でこのように捉え方を変えてみることが求められる。改めて，言葉を駆
使して考えていく過程を振り返ると，言葉には，見方や捉え方を変えると
いう機能があることに気づく。これもまた，大切な言葉のもつ機能である。
　世界の見え方を変えるという言葉の機能の延長線上に，あるいは，同時
並行的に，言葉で思考するということがある。世界が平和であるために必
要なことは何かという問いについて考えることは，現実の世界が平和だと
言いきれないとしても，どうしたら平和になるのか，理想的な平和な世界
とはどのような状態をさすといえるのかなど，言葉によって見え方を変え
ることで思考が始まる。また，その思考の過程も言葉によって形づくられ
ていく。

（３）言葉で広がるイメージの世界

　さらに，この言葉の機能の延長線上には，思考するというだけではな
く，詩や物語という世界も広がっている。わくわくするような物語の世界
も，言葉によって目の前にある現実とは違う世界が構築されることで，イ
メージを膨らませ，まさにその物語の世界を生きているかのように感じら
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れる，あるいは，そのような見え方を味わうことができる。
　『ぐりとぐら』１）の話は有名なので小さいころ読んでもらったことがあ
るかもしれない。ぐりとぐらという野ねずみがいる。その野ねずみたち
が，大きな卵をどうやって運ぼうかと悩んだり，色々と試行錯誤しながら
も，カステラができあがる。そこから，おいしい匂いがしてきたとイメー
ジできることが必要である。つまり，物語の世界を想像するためには，言
葉に導かれつつその世界を構築してみる，物語の世界が目の前に見えるか
のように捉える，という言葉の機能がそこには働いている。
　もちろん，言葉だけで表現するのは難しいこともある。それを補ってい
るのは，絵本に描かれた絵のもつ力でもある。また，絵本には，絵だけで
物語の世界をつくることができるようなものもある。まさに，言葉のない
絵本である。しかし，多くの絵本では，絵と言葉が共にあることによっ
て，より豊かな世界が表現できている。例えば，『ぐりとぐら』の場合で
いうならば，「ぼくらのいちばんすきなのはおりょうりすること　たべる
こと」という内容を，絵だけでは表すことは難しいであろう。これは，予
習課題１―１）で，言葉で言えれば簡単なのに，言葉を使わないでどう表
わしたらいいのか困ったという実感に照らして考えてみよう。言葉が他の
表現方法に比べて有利な面ばかりとはいえないが，言葉が他の表現より有
利に働く面もまた多いということができよう。

２．言葉の美しさや楽しさを味わう

　『ぐりとぐら』の絵本の言葉や絵から想像し，その物語の世界を創造で
きるのは，言葉が機能しているということが理解できただろう。
　ところで，この野ねずみたちの名前は，なぜ「ぐり」と「ぐら」なのだ
ろう。それは，この絵本の作者が，言葉の美しさや楽しさを絵本の魅力に
したいと意図したからではないだろうか。もし，この野ねずみたちの名前
が，「たろう」と「てつや」や「あい」と「うえ」だったとしたら，この
絵本がこのようにシリーズ化され，ロングセラーになっていなかったに違
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